******【　「所属大学確認書」　利用上の注意】　京都地域留学生住宅支援機構（会員大学）より******　
京都地域留学生住宅支援制度を利用する協力事業者（仲介業者、管理会社、家主等）ならびに留学生は、貸室賃貸借契約書（以下、「賃貸契約書」という。）を締結する際、新規・更新の契約の都度、当確認書を必ず、賃貸契約書（またはそれに準ずる書類）の最終ページに綴じ込まなければなりません。

当確認書は留学生が所属する大学の確認用ページとなりますので、書式の改変は認められません。

当確認書に対し、「協力事業者や留学生によって、書式改変が加えられた場合」や「大学公印の押印がない場合」、「当確認書が賃貸契約書に綴じ込まれていない（大学の確認が無い）場合」は、当支援制度を利用した賃貸契約は行えず、別に定める京都地域留学生住宅支援制度に係る包括契約書（以下、「包括契約書」という。）に基づいた求償を当支援機構（会員大学）に対して行えなくなりますのでご留意ください。

当確認書の綴じ込まれた賃貸契約書および重要事項説明書の準備ができましたら、留学生本人が所属大学に持参し、会員証と一緒に大学の留学生担当窓口に提示し確認を求めて下さい。留学生担当窓口にて当確認書に必要事項を記入のうえ公印を押印し、留学生に会員証（以後、協力事業者との手続きに必要）を手渡します。
なお、当支援制度に係る包括契約書が未締結の場合、協力事業者は、至急、当支援機構事務局（財団法人大学コンソーシアム京都　TEL　075-353-9163）に連絡のうえ、所定の手続きを完了してください。
下記留学生が家賃滞納等した場合は、当支援機構が協力事業者と締結する包括契約書に定められた範囲で迷惑料の支払い（上限30万円）を行います。なお、迷惑料支払い後は、相当額の返済を会員大学が属する当支援機構より留学生に求め、留学生はその求めに応じて速やかに返済しなければなりません。

	支援機構会員大学名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜第１次対応窓口＞

	担当部署（担当者）
	　　　　　　　　　　　　　　　（担当者：　　　　　）

	連絡先　（TEL等）
	TEL　　　-　　　　-　　　　、FAX　　　-　　　　-　　　　

	連絡先　（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ）
	　　　　　　　　　＠


	留学生（学生証番号・氏名）
	（No.　　　　　　　）　氏名　　　　　　　　　　　　　　

	留学生(TELまたはﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ)
	TEL

	所定在学期間(a)
	平成　　年　　月　　日　～平成　　年　　月卒業・修了予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	契約期間
	平成　　年　　月　　日　～平成　　年　　月　　日　(b)

	支援機構会員証番号
	（No.　　　　　　　　　　　　　　）（支援機構会員証で要確認）


	1.　留学生の在留資格(「留学」または「留学」取得見込含む)を確認できたか。
	YES
	NO

	2.　留学生本人が提示した支援機構の「会員証」情報に誤りは無いか。
	YES　　
	NO

	3.　留学生の最新連絡先（現住所、電話番号、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ、緊急時連絡先）を把
握し、連絡先の変更時は、大学だけでなく、協力事業者へも連絡が必要であ
ることを伝達したか（留学生はその連絡を怠らないか）。
	YES
	NO

	4.　留学生は、家主や地域住民との協調を心がけ、退去時も含め家賃滞納、不
法駐輪、騒音等で他人に迷惑をかけていないか（今後も迷惑をかけないか）。
	YES
	NO

	5.　退去手続き（指定先への退去予告やカギ返却等）の忘れや遅れ、違約金等
の支払い義務が留学生に生じてないか（退去手続きの重要性を理解したか）。
	YES
	NO

	6.　支援機構が迷惑料の支払い(補償)をした場合、後日、留学生に相当額の返還請求がなされ、留学生に支払い義務が生じることを留学生は理解したか。
	YES
	NO

	7.　契約(入居）の終期(b)は、所定在学期間(a)内におさまっているか。
	YES
	NO

	8.　賃貸契約上の紛争は下記押印時迄に解消している（あるいは紛争無し）。
	YES
	NO

	9.　求めがあれば留学生は火災等の賠償に備える保険掛金を自己負担するか。
	YES
	NO


※上記設問のYES全てに○印がつかなければ、公印の押印があっても無効とします（支援機構委員長）。
	京都地域留学生住宅支援機構の会員大学である本学は、留学生本人立ち会いのもと、
上記のとおり確認をいたしました。「京都地域留学生住宅支援制度に係る包括契約書」

に基づき、家賃滞納など事故発生時の第１次対応窓口を上記のとおりといたします。
大学公印

　
平成　　　　年　　　月　　　日

　　　（京都地域留学生住宅支援機構　会員大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


